
 
 

 
 
 
 

塩浜のスーパーは残ります 
「ＩＣＨＩＢＡ閉店」の掲示に住民は「その後店舗はどうなる」と不安に 

昨年 12 月はじめ、ハイタウン塩浜団地内のスーパー「ＩＣＨＩＢＡ」が、「平成 21 年１月

19日をもって閉店する」と掲示で知らされました。 

 塩浜の住民にとって、「スーパーを閉店します」と言われて「はい、そうですか」と納得する

人はいません。スーパーはいつも団地の中心にあったのです。ましてや、UR、第一、第二住宅

管理組合など団地全体で外構整備が行なわれ、中央広場（買い物広場）もリニューアルされ、住

みやすい環境を整えつつある時に、その中心のスーパーがなくなることがあってはなりません。 

 

 閉店になると、食糧品や日用雑貨など生活必需品を遠いところまで買い物に行けない高齢者の

方々や身体の不自由な方々には特に大変な負担になるのは確実です。 

 団地内に１軒しかないスーパーを空き店舗にすることは、単に団地の空き店舗が一つ無くなる

のとはわけが違います。日常生活に大きな支障をきたすとともに、塩浜のコミュニティにとって

も死活的な問題になります。 

 

荒木議員は早速市川市へ強く働きかけを行なった 

        その結果「つるかめランド」の出店が決まりました 

荒木議員は「塩浜団地の中にスーパーを残すことは、塩浜の市民生活にとって必要不可欠で、

市川市としても責任をもって対応すべきだ」と、市川市の市民経済部に強く働きかけてきました。 

 その結果、新スーパーの誘致に成功。外資系の「テスコジャパン」という企業が「つるかめラ

ンド」というスーパーをオープンすることが決定しました。「つるかめランド」は市川市では行

徳駅前、本八幡、大野などでも営業する大手スーパーで、品揃えも良いようです。 

 

  オープン時期や従業員の雇用など引き続き詰めていきます 

今後は、いつオープンするのか（少しでも早い開店を強く要望している）、「ＩＣＨＩＢＡ」で

働いていた従業員の方々の雇用は守られるのかなどの問題がまだ残されており、荒木議員は引き

続き更に努力する決意です。みなさんのお力添えをお願いいたします。 

 

 荒木詩郎・後援会の活動はホームページでも紹介しています。（アドレスhttp://www.s-araki.net/）    
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